
LM� Laminator for Omni Printer

クイックガイド



内容物一覧

デバイスについて

デバイスを取り付ける

デバイスを使用する

01

02

04

09



内容物一覧

xTool LM� Laminator for 
Omni Printer

ペーパーカッター 電源ケーブル

Aフィルム Bフィルム プッシュプレート

スクレーパー かぎ針 クイックスタートガイド

安全上のご注意
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注：電源ケーブルは、製品が出荷される地域によって異なります。



ロールフィルム取り付け位置

デバイスについて
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排出口

挟み込み検出センサ

ローラー

リミットブロック

フロントカバー

xTool O� Omni Printer用ポート

フィードセンサ
シリコンプラグ

トップカバー

電源ポート
プッシュプレート収納

スロット

ローラー高さ調
整ノブ

ロールフィルムステータスインジ
ケータ
デバイスステータスインジケータ

加熱ステータスインジケータ

カットボタン
送り／巻き戻しボタン

加熱ボタン



ボタンの説明

インジケータの説明

ボタン

インジケータ インジケータのステー
タス デバイスの状態

消灯 室温

加熱ステータスインジ
ケータ 橙色でゆっくり点滅 加熱中...

橙色常時点灯 加熱完了

ロールフィルムステー
タスインジケータ

消灯 ロールフィルム十分

橙色常時点灯 ロールフィルム不足

白色でゆっくり点滅 スタンバイモード

デバイスステータスイ
ンジケータ

白色常時点灯 xTool O� Omni Printerに接続されていま
せん

緑色常時点灯 xTool O� Omni Printerに接続されてい
ます

赤色で素早く点滅 例外が発生しました

操作

カットボタン

送り／巻き戻しボタン

加熱ボタン

カットボタン、送り／巻き戻
しボタン、加熱ボタン

1回押すとカットを開始します

1回押すと送りを開始／停止します

長押しで巻き戻します

1回押すと加熱を開始／停止します

デバイスがアイドル状態のとき、長押しでスタンバイ
モードに入ります

3つのボタンを同時に長押して、自動送り機能を有効
／無効にします
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電源に接続します1

フロントカバーとトップカバーを開けます2

デバイスを取り付ける

1
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本製品はBフィルム、ホットスタンピングフィルム、排廃フィルムに対応しています。（ホッ
トスタンピングフィルムと排廃フィルムは別売りです。）本書ではBフィルムの使用方法のみ
を説明します。ホットスタンピングフィルムと排廃フィルムの使用方法については、それぞれ
の説明書をご覧ください。

（1）ロールフィルムのステッカーをはがし、フィルムを引き出してフロントカバーの上端に
合わせ、トップカバーを閉じます。

ロールフィルムを準備します3
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（2）プッシュプレートを取り出し、フィルムの上に置き、ローラーに向かって押し込みます。
フィードセンサがフィルムを検出すると、本機は自動的に送りを開始します。
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プッシュプレートが両側のリミット
ブロックと平行になるようにしてく
ださい。

送りが完了したら、排出口のフィルムを平
らに整え、フィルムが重なっていないこと
を確認します。



（3）カットボタンを押してフィルムをカットします。その後、プッシュプレートを取り外し、
プッシュプレート収納スロットに戻します。
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a. 取り付け時は、RFIDマークが外側を向き
、ボタン側にあることを確認してくださ
い。

取り外したロールフィルムは、転がり落ちてベアリングを破損させないよう、安定した
場所に置いてください。

b. 取り付け時は、ベアリングの平坦面が両
側を向くようにしてください。

フィルムを交換する

新しいフィルム（別売り）

➀

➁



パターンを印刷する1

デバイスを使用する

（�）xTool O� Omni Printerのクイックガイドの手順に従ってプリンターを準備し、印刷でき
る状態にします。

（�）Aフィルムをミニ粘着マットに貼り付け、剥離紙をはがします。

剥離紙側（薄くて粘着剤の付いていない側）が上を向
くようにしてください。
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（�）xTool O� Omni Printerの操作手順に従ってパターンを印刷し、Aフィルムを取り出します。



ローラーの高さを調整する2

ラミネートする材料の種類に応じて、ローラー高さ調整ノブを回し、目盛りを目標位置に合わ
せます。（時計回りで高く、反時計回りで低くします）

本機を予熱する3

加熱ボタンを1回押すと、デバイスは加熱を開始します。加熱が完了すると、「ピッ」という
音が鳴り、加熱ステータスインジケータが橙色常時点灯に変わります。

High/MM

材料の厚さより0～1 mm低い位置。例えば、厚さ6 mm
の材料の場合、目盛りは5と6の間に合わせます。木板などの厚い材料

フィルム

材料の種類 目盛り
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ラミネートとカット4

（1）印刷した材料を本機に入れ、ローラーに向かって押し込みます。センサが材料を検出す
ると、本機は自動的に材料を送り、ラミネートを開始します。

材料が両側のリミットブロックと平行になるようにしてく
ださい。



（2）ラミネートが完了したら、材料を排出口から引き出し、カットボタンを押してフィルム
をカットし、材料を取り外します。

パターンを貼り付ける5

（1）パターンを切り取ります。

1

2
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（�）Aフィルムをはがし、パターンを対象物に貼り付け、スクレーパーで前後に押さえながら、
パターンが表面に完全に密着するまでならします。

（ご自身で用意）
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Aフィルム



（3）フィルムをはがします。

xTool RF� Roll Feederと併用する場合は、QRコードをスキャンするか、リンクにアクセスし
てください。

完了

support.xtool.com/article/����

15






